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学 会

平成 2 年鹿 北陸肝胆膵勉強会報告

平成 2 年度 に 同勉強会は石川県医師会館 に て下記 の

如 く施行 され た の で報告する L

平成 2 年t2月20 日

金沢大学第 2 外科 ， 同会事務局

永 川 宅 和

第35 回北陸肝胆膵勉強会

日 時 こ 平成 2 年 3 月13 日 く火フ

場 所 二 石川県医師会館 4 階ホ
ー ル

当番幹事 二 石川県立中央病院
一

般消化器外科

北川 晋

話題提供 ニ r肝癌治療 に お け る新 しい 展開J

金沢大学第2 外科 泉 良平 先生

幹事報告 ニ

2 施設 から症例が掟示 され た ． 第 1 例 は金沢大学第

2 外 札 太田先生か ら p r e s e n t a ti o n さ れ た5 4 才 男性

例 で ある ． 本例 は E R C P 膵体部 に 限局性狭窄像 が み

られ， そ の 他 の 画像診断所見 を総合 して 腫瘡形成性慢

性膵炎と術前診断された が m ali g n a n c y が否定 しきれ

なt l ため 開腹 され膵体尾部脾切除が施行 された ． 病 理

組織学的に 慢性膵炎 と診断 きれ た ． と こ ろ が 術後 2 ケ

月 日に 閉塞性黄痕をきた し P T C D に て膵 内胆管 の 狭

窄が認められ た ．

一 方 各種画像診 断法で ほ S A G で

a r c a d e の
一

部に e n c a s e m e n t が 指摘 された 以外膵癌

を示唆す る所見ほ得られなか っ た ． 本 例ほ再手術 がな

され総胆管十 二 指腸吻合術と共 に残存膵の 生検 が行わ

れた が病理組織学的に は や は り慢性膵炎であ っ た ． 膵

癌と慢性膵炎との 鑑別 の 問題 ， お よび 慢性膵炎の 経過

中の 合併症を考え る上 で興味深 い 症例 であ っ た ．

2 例日 ほ福井済生会病院外科 の 浅 田先生から掟示 さ

れ た60 才男性例 であ る ． 本例 で は U S ． C T で膵頭部に

限局 した 褒腫性病変が認められ る が c y s ti c な部分に

混在す る s olid な部分も指摘され る ．
E R C P で ほ膵頭

部 の 主 膵管お よ び副膵管領域の 不 規則 な蕪腫様拡張お

よ び膵管内の 陰影欠損像が み られた ． 尾側膵管 は
一

様

に 軽度拡張 して い た ． 最近注 目を 集め てい る粘液産生

膵腫瘍 の 概念に 含ま れる病変 と考 え られ た ． 膵頭十 二

指腸切除術 が施行 され 病理組織学的 に i n t r a d u c t al

p a pi11 a r y a d e n o m a と診 断さ れた ． sli d e で供覧され

た切除標本写真や病理組織写真が 印象的 で あ っ た ．

第36 回北陸肝胆膵勉強会

日 時 こ 平成 2 年 6 月1 2 日 く火ン

場 所 二 石川県医師会館 4 階ホ
ー ル

当番幹事こ金沢大学第 2 内科 竹田康男

話穎提供 二 膵内分泌の 神経性調節を めぐ っ て

金沢大学保健管理 セ ン タ
ー 教授 中林 聾 先生

症例提示 こ

り 石川県立中央病院消化器 内科 松田博人

症例 21 才 女性

カ ロ リ ー 病との 鑑別 が 問題 になる成人に て発見さ

れた先天性肝線椎症の 1 例

2つ 金沢大学第 2 外科 中野先生

症例 55 才 男性

膵 ラ 氏島腫瘍 と の 鑑別 が困難 で あ っ た C a sl e m a －

n

，

s l y m p h o m a の l 例

3 つ 金沢大学第2 内科 幸 田貴裕先生

症例 50 才 女性

膵癌 と の 鑑別な らび に 手術適応 が問題 と な っ た慢

性膵炎の 1 例

第37 回北陸肝胆膵勉強会

日 時 二 平成 2 年 9 月11 日 く火1

場 所二 石川県医師会館 4 階 ホ
ー ル

当番幹事 こ金沢大学第 2 外科 太 田哲生

話題堤供 こ 仁胆石 の ES W L J

福井県済生会病院内科医長 登谷大修 先生

症例検討 ニ F 膵扁平上皮癌の 1 例d

金沢大学第 2 外科 森 和弘 先生

第38 回北陸肝胆膵勉強会 ．

年 度 末 大 会

日 時 こ平成 2 年1 2月11 日 く火う

場 所 二 石川県医師会館 4 階ホ
岬 ル

当番幹事二 国立金沢病院内科 若林時夫

1 ． 画像上 H C C と の 鑑別が 困難 で あ っ た A ty pi c al

a d e n o m a t o u s h y p e r pl a si a くA A H l の 1 例

毛 利郁朗 ，
太 田英樹 ， 元雄良治

岡井 高 ， 渾武紀雄く金沢大学が ん研内糾

浅井 透く同 外科

角谷真澄く同 放射線糾

寺 田息史く同 第 2 病矧



症例は63 歳女性 ． 肝精査を目的に 入 院 ． 非 A 非 B 型

初期肝硬変と診断 された が ，
U S にて S 7 に高 エ コ ー

靡瘡を認め た た め精査 した ． I H A で 薬 染像 ， C T A P

で欠損像と して描出 されたた め H C C と診 断 し， 核出

術を施行 した ． 病変は径 1 0 m m の 境界 明瞭な腫瘡 で

被膜 をもたず ， 中央 動 こは太い グ開もみられ た ． 全体

に脂肪変性 が著 明 で 淡明細胸の 集団を多 く認め た ．

一

部に核の 密集化や マ ロ リ
ー

体を認 め た が 偽線管構造 ほ

なく A A H と 診 断された ． 本例 は 血行動態的 に は

H C C と 同様に 動態を呈 して お り， A H か ら H C C へ 進

展する過程濫 お い て 血 行動感 の 異常が形態学的変化 に

先立 っ て出現す る可 能性の ある こ とを 示唆す る症例 と

思わ れ た ．

2 ． A ty pi c al a d e n o m a t o u s h y p e r pl a si a くA A Hl と考

え られた肝小結節性病変の 1 例

若林時夫 ， 鈴木邦彦 ， 木田 寛

く国立金沢病院内科う

平 栄く同 放射線科さ

滝田佳夫く同 外科う

佐 々 木素子 ， 渡辺麒七郎く同 病理I

症例こ64 歳 ， 女性 ． 優性肝炎に て通院中， U S に よ

り S 8 に 径 2 ． 6 c m の 高 エ コ ー

S O L が 認 め られ た ．

工H A でほ 同 部 こ濃染像を認 めなか っ た が
， 門脈 C T

でほ不 完全な欠損像を認 め た ．
M R工 で ほ

，
T l 像 で南

信号， T 2 像で は低信号域と して描出 された ． 腰痛核出

術を実施 した と こ ろ
，
2 ． 7 X 2 ． O X 2 ． O c m の 黄色調の 小

結節が認められ ， 周 囲は乙 塾肝硬変であ っ た ． 組織 学

的に ほ ， 結節 内部に門脈域が存在 し， 周囲の 再 生結節
よ り細胞秘密 の 高い 部位 お よ び胞体 の 好酸性 ． 淡 明

化 一

脂肪変性の み られ る部位が それぞれ混在 して お

り
， 加えて軽度の 核異型もみられ た が

，
明らか な構造

異型はな く ，
A A H と 診 断 さ れ た ． 本 例 ほ

， 門脈

C T － M R I が典型像を 示 し
， 小肝癌 と の 鑑別 診断 に 有

用であ っ た ．

3 一 動脈造影に て 濃染 を み た肝腺塵様過形成の 1 例

川森康博 ， 北川清秀 ， 山端輝夫

く厚生連高岡病院放射線科フ

平野 誠く同 外科I

増 田信 二 く同 病理う

松井 惨く金沢大学放射線科I

中沼安 二 く同 第 2 病理フ

症例は44 歳男性で U S ， C T で肝外側 区 に 7 m m 大 の

腫癒を指摘 され た ． M R I でほ T l 強調像 で ほ低信号 ，

T 2 強調像 で ほ高信号を 呈 した ． I H A お よ び C T A に
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て h y p e r v a s c u l a r な結節であり ， C T A P で 門脈血 流

欠損域と して認 められ ， 肝細胞癌と同様の 所見を呈 し

た ． 外科切除 され
， 組織学上比較的異形成 の少ない

O r d i n a r y a d e n o m a t o u s h y p e r pl a si a で あり 内部 に多

数 の 小動脈 を認め た ． この た め C T A や C T A P で の

結節内の 血 流状態は肝細胸痛 と同様 の もの と な っ て い

たも の と考 えられ た ． M R工 の 信号強度に つ い て も理

由ほ 不 明で ある が
，
肝細 胞癌と同様 に南信号 で あ っ

た ． 非常な希な例で は ある が
，
画像診断上興味深 い と

思われ る ．

4 ． A d e n o m a t o u s h y p e r pl a si a と bil e d u c t a d e n o －

m a を 合併 した p ri m a r y b ili a r y ci r r h o s is の 1 例

山本精
一

， 楠本哲夫 ， 伊与部尊和

岩佐和典， 桝谷博孝 ， 浦出雅昭

桐山雅人 ． 清水康
一

． 泉 良平

宮崎逸夫く金沢大学第 2 外科I

野 々 村昭 孝く同 病院病理部1

症例は73 歳女性で ， 症状ほ特 に 認め ない ． 画像 －L

肝 S 6 に エ コ ー に て h y p e r e c h o id ， C T に て l o w

d e n si ty ， M R I の T I T 2 とも hi g h i n t e n si t y ， D S C T I －

A P で は e n h a n c e されない 長径約 3c m の 腰痛を認め

た ． 術前肝硬変合併肝癌の 診断の 基に 手術がな され ．

病理診 断 に て P B C を 背景 と し て
，
a d e n o m a t 。。S

h y p e r pl a si a と b il e d u c t a d e n o r n a の 合併をみ た 1 例

を経験 した ．

5 ． 胆 石発作 で発見 され た 肝 F N H の 1 例

花立史香 ， 平野 誠， 橋川 弘勝

村上 望， 小林幸 一 郎， 斉藤 裕

龍沢俊彦く厚生連高岡病院外糾

北川清秀
，
川森康博， 山端輝夫

く同 放射線科I

増 田信 二 く同 病理I

今 回 我 々 は 胆 石発作 に て 発見 さ れ た 成人女性 の

F N H tf o c a l n o d u l a r h y p e r pl a si al を経験 した の で報

告す る ． 症例 ほ30 歳女性 ， 主訴は 心力 部痛 ． 昭和63 年

9 月22 日 ， 心有部痛 に て近医受診
， 肝腰大及び 胆 石 症

を指摘 され当科紹介 され た ． 入 院時硯症 でほ 眼球結膜

に 軽度 の 黄痘 を認め
， 肝を 肋弓下 に 2 横指触知 し ， 右

季肋部 に 圧痛を認 め た ． 経 口 非妊薬等 の 服薬 歴 は な

か っ た ． 血 液 生化学検査所見ほ W B C 1 6 70 0 ， C R P 7 ． 5
，

G O T 12 8
，
G P T 4 2

， 総 ビ リ ル ビ ソ3 ． 4
， 直接 ビリ ル ビ ソ

2 ． 0 ． 腹部超音波検査 で は肝外側区域に is o か らやや

h y p o e c h o i c で 中心部が e c h o g e n i c な3 ． O c m の 径 をも

つ 辺縁 sb a r p な m a s s が認 め られ ， 腹 蕪 内 に s t o n e
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S h a d o w をみ とめ た ． 腹 部 C T で ほ 同部位 に lo w

d e n si ty a r e a を 認 め た ． M R I は T l で は 中心部 に

h y p o i n t e n si ty の a r e a を も つ i s oi n t e n si ty な

m a s s ， T 2 に て ほ h y p e ri n t e n si t y な m a s s と して 描出

さ れ た ． 1 1 月 7 日手 術施行 し病理学的検索 の 結果

F N F と診断された ．

6 ． 肝炎症性腫癖の 5 例

秋元 学 ， 香川 薄

く福井県済生会病院中放診断瓢I

三 浦将司 ，
三 井 毅， 浅 田康行

藤沢正清く同 外科1

登谷大修 ， 田中延着 ， 福岡賢
一

洞 内科う

肝炎症性腰痛5 例の 画像診断に つ い て 報告 した ． 5

例 の 内3 例ほ g r a n ul o m a で ， 1 例 ほ ab s c e s s ， 1 例ほ

組織診断ほ つ けられなか っ た が ，
h e m a t o m a と思わ れ

た ． 各例が 示 した 画像所見は エ コ ー

，
M R l で ほ特徴的

な所見は認 められな か っ た が ， 造影 C T 及び 血 管造影

で ， 新鮮 な病変 は St ai n が認め られ ， 時間が 経 っ た病

変 で は 造影 C T の 遅 い 相で s t ai n が 明瞭 に な っ た り ，

あ る い は s ta i n が認め られなくな っ た り ， 石灰化を来

し てく る等 ， 時期 に よ り病変が呈す画像所見 は様 々 で

あ っ た ．
こ の 多様性 の た めに 他 の 肝 の 腫瘍 ， 特 に 悪性

腫瘍 との 鑑別診 断に 留意す る必要 が あ る と 考えられ

た ．

7 ． 小肝細胸痛 に 対す る s u b s e g m e n t a l T A E の 抗 腫

瘍効果
－ エ タ ノ

ー ル T A E に つ い て
一

松井 修 ， 荒井和徳 ， 寺川 淳

蒲田敏文 ， 小林昭彦 ， 角谷真澄

高島 力く金沢大学放射線科う

8 ． 胆嚢十 二指腸療を形成 した 胆石イ レ ウ ス の 1 例

長谷川啓 ． 今掘 努， 松本俊彦

く公立松任石川中央病院外科う

今回 一 私 どもほ ， 内胆汁痍を合併 した 典型的な 温 石

イ レ ウ ス の 1 例を 経験 した の で報告 し ます ． 症例 ，
息

老 は ， 5 6 歳， 女性 ，
主訴は l 上 腹部痛， 悪心嘔吐 ． 現

病歴 ほ ， H ． 2 年 8 月 5 日 ， 右 季肋部痛 ， 悪心嘔吐を

認 め ， 近 医を受診胆嚢炎と診断され当科を紹介 ． 当日

入 院と な っ た ． 腹部所見は ， 右 季肋部 に 圧痛が あり ，

腹 部全体 に 筋性防御 を認め た ． 血 液生化学検査 で は ，

L D H ， C R P の み 高値で あ っ た ． 近医受診時 の 腹部単純

写真で 回宮部結石像， 当院受診時腹部単純写真で は腸

管 ガ ス 像と胆嚢ガ ス 像を認め た ． 以上よ り胆石 イ レ ウ

ス と診断 した ． イ レ ウ ス は絶食と中心静脈栄養に て解

除 した ． ま た P T C 造影に て 脹褒十 二 指腸療を確認 し

た ． 手術ほ 胆嚢切除及び胞襲十 二 指腸痍切除術を施行

した ．

9 ． 進行胆褒痛濫 おけ る s s 層の C A 1 9 －9 組織内局在と

リ ン パ節転移状況 に つ い て

青光 裕
，
永川宅和 ， 中野達夫

森 和弘 ， 角谷直孝， 菅原正都

太田菅生 ， 上野桂 一

，
宮崎逸夫

く金沢大学第 2 外剛

進行胆褒痛 ， 特 に s s 胆嚢癌の 臨床病理学的特徴を

明らか に す る ことを目的と して ，
S S 胆嚢癌18 例を対象

と し
， 抗 C A 1 9 －9 モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体を用 い A B C 故

に よ る免疫観織学的染色を行 い ， 紫旗下組織 に お ける

C A 1 9 － 9 の 局在様式と病理学的進展度 と の 関係に つ い

て 検討 した ． 局在様式 は G r a d e O i n e g a ti v e s t a i ni n －

g ， G r a d e I こ a pi c al t y p e ， G r a d e n ニ d iff u s el y

C y tO pl a s mi c t y p e ， G r a d e m ニ S tr O m al t y p e の 4 型に

分撰 し各局在様式別 に検討 した と こ ろ ，
G r a d e が 0 か

らH とすすむ に つ れ て1 y 因子 ，
V 因子 ，

n 因子 の 陽性

率 お よ び程度 は高度とな る傾向があ り ， 特に リ ン パ 節

転移と C A 19 － 9 の 局在様式と の 間の 強 い 関連が 示 唆さ

れ た ．

1 0 ． 長期観察 し得た老齢者胆管癌 の 1 例

周 代滞 ， 大森俊 明 ， 幸 田貴裕

森 田遵志 ， 増永高時， 武 田康男

竹 田売祐く金沢大学第 2 内剛

症例 ほ ， 8 6 歳， 男性 ． 現病 歴 で ほ 昭和63年1 2月未よ

り黄痘が出現 し ， 全 身倦怠感を認め ，
い ずれも徐 々 に

増悪 し 一 同年 2 月 当科入院とな っ た ． 入 院時硯症では

黄痘 と 上腹部 に軽度圧痛を認め た ． 入 院時検査成績で

は T ． Bil ． 1 3 ． 9 m g J
I dl

，
D ． B il ． 1 0 ． 3 m gノdl ， A l p 14 31

I U I L ， T － G T P 1 4 3 5I U J
I
L の 著明な 上昇 と C E A 2 0 ． 4

n gノm l C A 1 9
－ 9 1 6 0 0 Uノm l の 高値 を認 め た ． 画像診断

上
，
左右肝内服管 の 拡張 と肝門部総阻管 の 完全閉塞像

と肝門部 の 贋癌陰影 を認 め ， 胆 管癌 と診 断 した ．

M it o m y ci n ， 5
－ F U の 化学療法と放射線療法 に よ り肝

門部総胆管の 完全閉塞像は改善 し ， 肺炎に て 死亡する

ま で 約1 4 ケ 月 の 長 期生存を得た ． 剖 検 所 見 で ほ

P e ri bili a r y s p a c e へ の 浸潤 と肢管堂 内進展 を 呈 した

乳頭状腹痛であ っ た ．

11 ． 腺 回転異常を合併し た胆管 ． 膵同時性重複癌の 1

例



秋山高儀I 竹川 茂 ， 瀬戸啓太郎

加藤真史 ， 芦 田 謝軋 佐久間覚

書多
一

郎 ， 高島茂樹 ， 木南義男

く金沢医科大学 一 般消化器外科

加藤 惨く金沢聖霊総合病院外剛

胆軌 膵同時性重複癌を有 し， さ らに腸 回転異常を

合併 し， 膵癌 に よ る 門脈閉塞の ため 著明な求肝性側副

血行路の 形成を み た 1 例を経験 した の で報告す る ． 症

例は68 歳女性 ． 黄痘 を 主訴 に来院 し た ． P T C で ほ 肝

門部胆管に 径 2 c m の 狭窄部せ認め ，
P T C D を 施行 し

た ．
P T C D か らの 胆管擦過細胞診で cl a s s V が 得られ

た． E R C P で は主膵管は膵頭部で断裂 して お り ， 血管

造影で は総肝動脈， 脾動脈 に e n c a s e m e n t を 認め ， 門

脈ほ膵頭部 で閉塞 し肝十 二 指腸靭帯に 沿う側副血行路

の形成を認め た ． 手術所見で は肝門部胆管 に腫瘍が あ

り
， 膵 は全体痛 で胞管切除， 胆管空腹吻合術を施行 し

た ． 腸管 は n o n r o t a ti o n の 状態で 膵頭取 十二 指腸 ，

結腸ほほ と ん ど後腹膜に 固定せず ．
こ の た め 膵癌に よ

る門脈閉塞に 伴 い 肝十 二 指腸敬帯内に著明な求肝性 の

側副血行路 が形成されたもの と推察 された ． 病理所見

では胆管 ， 膵ともに高分化腺病で重複癌 と考えられ た

る ．

1 2 ． 副膵管付近 に発生 したと思われた膵癌症例 の 検討

清原 薫 ， 小杉光世
， 伴登宏行

岩上 栄 ， 片田 正 一

， 山下良平

中島久幸 ， 石 田 文生 ． 小林 長

く市立砺波総合病院外科I

角 田清泉 鹿熊 一 人 く同 放射線科

安念有声く同 病理ン

膵頭十 二 指腸切除術施行例 の 切除標本を病理観織学

的に検討 し ， 副膵管付近 に発生 した膵癌と思われた 2

症例に つ い て 検討 した ． 症例 1 は53 歳 男性 ． 黄痘の 出

札 消失を 3 回線 り 返 し ， E R C P に て 膵内股管 の 狭

窄， 主 膵管 の 軽度狭乳 副膵管の 下方 へ の 圧排が み ら

れた ． 病理組織でほ副膵管周囲に嚢腰状変化を伴う痛

風織があり ， こ れが 総胆管周囲ま で達 して い た ． 本例

における黄痘の 出現消失は こ の 褒腰内容の 増減 が原因

と思われ た ． 症例 2 ほ67 歳男性 で黄直 に て 入 院 した ．

E R C P で ほ 膵内股管 が狭窄 し， 副乳頭及 び主膵管が 正

常で あるの に 副膵管 ほ全く造影 され なか っ た ． 病理組

織で は副膵管を中心 とす る痛が強い 浸潤を示 して 総脹
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管付近 まで 広が り
，
副膵管 ま た ほその 周囲が原発 と思

われた ■ これら 2 症例に お い て ほ
，
E R P で主膵管 の変

化が比較的少ない 軋 病理組織 で後腹膜 へ 強 い 浸潤を

示す事が特徴と思われた ．

1 3 ． 膵頭 部痛切除後 1 年5 カ月 目の 剖検例

小西 一 朗 ， 井上 哲也 ， 鎌田 徹

渡辺俊軋 田尻 喪
， 草 島義徳

広野禎介く富山市民病院外糾

高柳声立く同 病理う

棲め て まれな経過 をと っ た膵癌の 剖検例を経験 し

た ． 肉眼的 に P ヱ
， 腹 水細胞診 で cl a s s V の 膵頭部痛 に

対 し門脈合切 P D を施行 した ． 1 年5 カ月 のF凱 再発

の 徴なく経過 した が
， 突然自宅に て急死 した ． 手術所

見で ほ組織学的に e w く十I ， P V l ， であ っ た に もか か わ

らず ， 剖検時に は S M A 下部の 大動静脈間に拇指頭大

の硬結をみ ， その部 のみ 組織学的に癌細胞が証明 され

た以れ ど こ に も痛再発ほ な か っ た ． 長く て 6 カ 月生

存 であろうと考えて い た の に剖検 で こ の 様 な所見 をえ

た こ と は 驚異的 で あ る ． 補 助 療法 と し て
，
5－F U

1 5 0 m gノ日 の 経 口 投与を 行 っ た が ，
こ の 効果 と しか 考

えざる を えなか っ た ． S t a g e れr 膵癌に 対 し
，
主腰 切除

の 重要性 と ， 時に ほ 化学療法が奏功す る こ とを痛感 し

た ．

1 4 一 胃十 二 指腸球部温存膵頭十二 指腸切除症例の 検討

くそ の 適応 と問題点ン

橋本琢生 ， 川瀬裕志 ， 林 裕之

龍沢泰彦 ， 藤岡重 －

， 石 田 一

樹

森 寺格 ，
山田哲 司 ， 北川 晋

中ノl ほ 昭く石川県立中央病院 一 般消化器外糾

胃十 二 指腸球部温存膵頭十 二 指腸切除衝く以下温存

P DJ の 適応 と して 膵頭部領域の 良性疾ノ乱 根治手術不

能な悪性疾患く姑息手術と して1 が あげられ る こ と に

は 論 を ま た な い ． 当 科 で は 最 近 2 年 間．に 膵 釣部

m u ci n o u s c y s t a d e n o m a l 例 ， 肝転移を 有す る に乳頭

部癌 2 札 H i g h ri s k の 乳頭部癌l 例に 温存 P D 施行
した ． 特に 乳頭部癌 に 対す る根治手術 と して の 温 存

P D の 可 能性 に つ い て 自験1 4例 を対象に 検討 した ． 亡結

語コ腫瘡軋 高分化型 の 乳頭部癌 で ， N o ． 13 リ ン パ 節

へ の 転移 の ない こ と が術中 デ フ リ ー

ル で確認 され た 症

例 は ， 温存 P D の 適応となりうる ．


